





















メントで、「電波を使って善かれと思ってしゃべらせてもらっていたが、どこかで誰かが絶対傷ついている」という旨の発言をなさっていました。それは全く同感で「表現／主張するということは 自分の意図と 別に 『誰かを傷つける』 可能性がある」 、故に「自分の表現／主張したことが他に与える影響をイマジネーションせよ」は、表現／主張する者 とって常に肝に銘じておかなければならないこ だと思っています。P
ROBEを発行しようと思った動機は、前号の座談会で










思いを持っているのにも かわらず、関係者の方にご迷惑おかけした部分がありまし 。心から謝罪するとともに、編集に関しては最新 注意を払わなければ けない 、改めて気を引き締め直しました。
忙しさにかまけて、至らぬ点が多々あるかと思います。この冊子 関して、何 お気づきの点が れば、遠慮なく
ご指摘いただければ幸いです。
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